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一 

 



 

日
本
国
有
鉄
道
の
複
々
線
拡
張
及
び
高
架
線
化
に
よ
る
沿
線
住
民
へ
の
被
害
は
、
日
照
被
害
、
テ
レ
ビ
受
信
障

害
、
車
中
か
ら
の
投
下
物
に
よ
る
被
害
、
振
動
・
騒
音
な
ど
各
種
に
及
び
、
住
民
の
精
神
的
、
肉
体
的
苦
痛
は
放

置
で
き
な
い
も
の
と
な
つ
て
い
る
。 

一 

国
鉄
の
複
々
線
拡
張
、
高
架
化
に
よ
つ
て
生
じ
た
被
害
に
た
い
す
る
政
府
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
問
う
。
ま

た
住
民
の
要
求
に
つ
い
て
は
積
極
的
か
つ
前
向
き
に
対
処
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の
用
意
は
あ
り
や
な
し
や
。 

こ
れ
は
杉
並
区
阿
佐
が
谷
駅
周
辺
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
的
に
も
早
急
な
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
る
問
題
と
な

つ
て
お
り
、
国
民
の
健
康
か
つ
文
化
的
生
活
を
保
障
す
る
た
め
、
以
下
具
体
的
に
政
府
に
質
問
す
る
。 

二 

各
種
被
害
に
た
い
す
る
補
償
に
つ
い
て 

 
(1) 

日
照
権
―
線
路
の
高
架
化
に
よ
り
日
照
時
間
が
皆
無
及
び
極
め
て
き
ん
少
と
な
つ
た
地
域
は
、
朝
か
ら
点 

国
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の
複
々
線
拡
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高
架
化
に
よ
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被
害
補
償
に
関
す
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質
問
主
意
書 

三 

 



 

(3) 

列
車
、
電
車
か
ら
の
投
下
物
防
止 

(2) 

列
車
、
電
車
の
通
過
時
に
発
生
す
る
乱
波
に
よ
る
テ
レ
ビ
受
信
障
害
解
決
の
た
め
、
国
鉄
の
完
全
負
担
で

共
同
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
及
び
各
家
庭
ま
で
の
有
線
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。 

灯
を
強
い
ら
れ
る
と
と
も
に
布
団
の
日
光
乾
燥
も
不
可
能
と
な
り
、
冬
期
は
一
般
家
庭
に
比
し
て
暖
房
費
も

大
幅
に
増
加
す
る
な
ど
生
活
条
件
は
極
め
て
劣
悪
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
の
補
償
方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、

検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
ど
う
か
。 

ロ 

冬
期
間
、
一
世
帯
に
つ
き
一
ヶ
月
四
カ
ン
の
灯
油
を
無
償
提
供
す
る
な
ど
住
民
の
暖
房
措
置
に
た
い
す

る
援
助
を
行
う
こ
と
。 

イ 

年
間
を
通
じ
て
日
照
皆
無
あ
る
い
は
日
照
が
き
ん
少
と
な
つ
た
住
民
に
た
い
し
て
布
団
乾
燥
車
を
無
償

で
提
供
す
る
こ
と
。 

ハ 

朝
か
ら
の
点
灯
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
た
い
す
る
電
気
料
金
の
一
部
負
担 四 

 



 

(4) 

振
動
、
騒
音
防
止
に
つ
い
て 

投
下
物
は
空
び
ん
、
空
か
ん
を
は
じ
め
と
し
て
弁
当
の
か
ら
、
新
聞
紙
は
て
は
汚
物
付
着
の
ト
イ
レ
ッ 

ト
・
ペ
ー
パ
ー
に
ま
で
及
び
、
住
民
は
危
険
防
止
や
落
下
物
の
除
去
作
業
の
た
め
毎
日
労
苦
を
強
い
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
解
決
の
た
め
、
次
の
措
置
を
講
ず
る
考
え
は
な
い
か
。 

杉
並
区
役
所
が
今
年
六
月
十
七
日
よ
り
二
十
九
日
に
わ
た
つ
て
測
定
し
た
結
果
に
よ
れ
ば
、
騒
音
八
十
五

ホ
ン
、
振
動
は
深
夜
に
お
い
て
さ
え
八
十
一
デ
シ
ベ
ル
も
あ
り
、
早
急
な
対
策
が
必
要
と
な
つ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
次
の
措
置
を
と
る
考
え
は
な
い
か
。 

ロ 

騒
音
防
止
策
の
で
き
る
ま
で
被
害
住
民
に
防
音
用
二
重
窓
を
国
鉄
の
責
件
で
取
り
付
け
る
こ
と
。 

ロ 

す
で
に
受
け
た
被
害
に
つ
い
て
屋
根
等
の
修
理
を
含
め
た
補
償
を
行
う
こ
と
。 

イ 

枕
木
の
下
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
等
の
消
音
措
置
を
施
す
な
ど
効
果
的
措
置
を
行
う
こ
と
。 

イ 

線
路
際
へ
の
フ
ェ
ン
ス
設
置
な
ど
万
全
の
策
を
講
じ
る
こ
と
。 

五 

 



 

 

六 

ハ 

家
の
土
台
、
屋
根
瓦
の
ズ
レ
、
壁
・
タ
イ
ル
の
ひ
び
割
れ
等
の
被
害
実
態
を
調
査
し
、
修
理
等
必
要
な

措
置
を
と
る
こ
と
。 

三 

被
害
実
態
の
一
例
と
し
て
私
は
今
年
八
月
、
国
鉄
当
局
に
た
い
し
阿
佐
が
谷
駅
沿
線
住
民
の
具
体
的
被
害
に

つ
い
て
早
急
な
る
調
査
と
善
処
を
求
め
た
が
、
未
だ
十
分
な
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。 

早
急
に
被
害
実
態
を
調
査
し
、
沿
線
住
民
の
要
求
に
た
い
し
て
対
策
を
講
ず
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う 

 

か
。 

右
質
問
す
る
。 


